
その黄色い花、実は自然
を壊しているかも。

オオキンケイギク
が増える

在来の植物が
減る

自然の豊かさが失
われる

そのまま増えると…

オオキンケイギクは、北アメリカ
原産の外来植物です。繁殖力が非
常に強く、日本の在来植物の生育
場所を奪い、生態系に大きな影響
を与えます。

日本の自然や生き物のバランスがくずれてしまいます。

開花時期 ：5月～７月ごろ
花の色 ：黄色
特徴 ：花びらの先がギザギザ

背が高くなる、茎が細い
生える場所 ：道端、河原、公園

空き地 など

オオキンケイギクって？勝手に植える・増やすこと
は法律で禁止されています

オオキンケイギクは「特定外来生物」
に指定されており、栽培、運搬、販売、
野外に放つことが禁止されています。

みんなで地域の自然を守ろう！
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